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序

弘前城は弘前藩初代藩主津軽為信が建設を計画し、二代藩主信枚が慶長16年

(1611)に築いた城郭です。築城から約400年経った今でも六つの曲輪、三重の水濠、

土塁、天守、櫓、城門等藩政時代の縄張りや建造物が良好に残る全国に類を見な

い貴重な遺跡です。

昭和27年(1952)には、惣構である長勝寺構、新寺構と合わせて「弘前城跡」とし

て国の史跡指定を受け、その後、津軽氏の発展過程の理解を容易にするため、昭

和60年(1985)に堀越城跡(弘前市)、平成14年(2002)には種里城跡(西津軽郡鰺ヶ沢

町)が追加指定され、名称は「津軽氏城跡　種里城跡　堀越城跡　弘前城跡」と改

められました。

弘前市では平成17年度(2005)に「史跡津軽氏城跡保存管理計画」、平成21年度

(2009)には「史跡津軽氏城跡弘前城跡整備計画」を策定し、整備・活用を進めて

おります。

本報告書は、平成28年(2016)から令和２年(2020)にかけて実施した弘前城本丸石

垣修理事業に伴う発掘調査成果をまとめたものです。発掘調査では石垣の構造や

変遷、孕みの原因が明らかになったほか、絵図や文献に残されていなかった内濠

石垣や現在の石垣の中に眠っていた埋没石垣を検出する等、多くの発見がありま

した。本報告書が研究者のみならず、市民の皆様に広く活用され、文化財保護の

一助となれば幸いです。

最後になりましたが、今回の修理事業および報告書の作成にあたり、関係機関並

びに多くの方々からご指導、ご協力を賜りましたことを深く感謝申し上げます。

令和４年３月

弘前市長

櫻田　宏



例　　言

１．本書は、平成28年度から令和２年度にかけて実施した史跡津軽氏城跡弘前城跡弘前城本丸東

面石垣の解体工事等に伴う発掘調査の報告書である。但し、遺構の性格等を検討するにあたっ

て、令和３年度に実施した同石垣Ⅰ工区(北側)の積直しに伴う発掘調査成果も加味しているた

め、同年度の調査成果も一部掲載する。

２．本報告書の内容は、文化庁、弘前城跡本丸石垣修理委員会の指導・助言が反映されているもの

であり、既刊の「史跡津軽氏城跡(弘前城跡)弘前城本丸発掘調査概報Ⅰ～Ⅳ」(2014～2017)、

「史跡津軽氏城跡(弘前城跡)弘前城本丸発掘調査報告書」(2018)、「史跡津軽氏城跡(弘前城

跡)弘前城本丸石垣解体調査概報Ⅰ」(2019)より優先される。

３．本書の執筆・編集は、弘前市都市整備部公園緑地課弘前城整備活用推進室福井流星が行った。

４．陶磁器の鑑定は掲載した347点のうち、188点を関根達人氏に依頼し、それを基に残りの159点

を福井が行った。誤りがあるとすれば、その責の一切は筆者にある。

５．以下の資料の鑑定、試料の同定・分析、出土遺物保存処理については、下記の方に委託または

依頼した。

ＡＭＳ年代測定‥‥パリノ・サーヴェイ株式会社(平成25年・28年度、令和２年度)、株式会社  	

	 　　　　 パスコ(令和元年度)

樹種同定‥‥片岡太郎(弘前大学北日本考古学研究センター)(平成30年度、令和２年度)

蛍光Ｘ線分析‥‥パリノ・サーヴェイ株式会社(平成29年度)、株式会社パスコ(令和元年度)

鉛同位体比分析‥‥株式会社パスコ(令和元年度)

獣骨鑑定‥‥杉山陽亮(八戸市教育委員会)(令和３年度)

６．出土遺物及び実測図・記録写真等の資料は、本報告終了後に弘前市教育委員会に譲渡し、適正

に保管の上、積極的に活用を図る。

７．弘前城本丸石垣修理事業及び本書作成にあたり、次の機関・諸氏からご指導・ご協力をいただ

いた。ここに記して感謝する次第である。(敬称略・五十音順)

青森県教育委員会文化財保護課　青森県埋蔵文化財調査センター　(一財)弘前市みどりの協会　

高岡の森弘前藩歴史館　弘前市教育委員会文化財課　弘前市立弘前図書館　弘前市立博物館　

片岡太郎　嘉村哲也　北村繁　工藤司　小岩直人　坂本勝一　佐藤智生　杉山陽亮　鈴木隆　

下高大輔　ツォウ チンイン　西川雄大　宮武正登



凡　　例

１．本書の地形図は、弘前市作成の現況測量図の他に、国土地理院発行の２万５千分の１及び５万

分の１地形図を使用している。

２．本書の座標値は平面直角座標系に基づいており、図中の方位は座標北、標高は海抜高である。

３．遺構名は語句を用いて表しているが、以下の遺構については記号を使用し、遺構ごとに番号を

付した。

　　井戸跡：ＳＥ　排水遺構：ＳＤ　土坑：ＳＫ　ピット：Ｐ　

４．本報告書の土色については、『新版標準土色帖』（古山・竹原：2001）に準拠している。

５．築石の呼称、積み方の分類については、『石垣整備のてびき』(文化庁文化財部記念物課監修

2015)に準拠している。

６．本書に掲載された遺構図の縮尺は、それぞれの図面に明記した。また、遺構図の凡例は、統一

したものでなく、各図面毎に付す。

７．平面図では、実線(―)は調査区上端及び遺構上端、破線(- - -)は調査区下端及び遺構下端、

推定線を表す。

８．遺物実測図中の表示は次の通りである。

９．遺物実測図の縮尺については、原則として瓦が１/６、銭貨、剝片石器が１/２、これら以外は、

１/３とした。但し、その縮尺で掲載が困難なものについては適宜縮尺を変更し、個別にスケー

ルを付した。

10．獣骨、種子は本文・遺物観察表・図版でのみ掲載している。

11．遺物観察表中の表記は、下記のとおりである。

　　（　）は推定値、〈　〉は現存値、計測不能なものは － で表している。

12．遺物写真の縮尺は統一していない。

擦り痕 煤付着 黒色処理 赤漆 施釉範囲
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　　　　排水遺構２(暗渠部底石)解体状況(東から)

　　　　排水遺構２(暗渠部・蛇口部)検出状況(北東から)

図版15　排水遺構２(暗渠部)底石検出状況(東から)

　　　　排水遺構３検出状況①(東から)

　　　　排水遺構３検出状況②(南東から)

　　　　排水遺構３東西セクション①(南から)

図版16　排水遺構３東西セクション②(南から)

　　　　天守台地鎮遺構検出状況(北東から)

　　　　天守台地鎮遺構壺(№756・757)出土状況(北から)

　　　　天守台11段目解体状況(東から)

　　　　石垣解体終了状況(南東から)

図版17　内濠石垣(慶長期・大正期)検出状況(南から)

　　　　内濠石垣(慶長期・大正期)南端検出状況(東から)

　　　　内濠石垣(慶長期)検出状況(東から)

　　　　Ｅトレンチ内濠石垣(慶長期)背面盛土検出状況(南

　　　　から)

　　　　Ｆトレンチ内濠石垣(慶長期)検出状況(北東から)

　　　　Ｇトレンチ内濠石垣(慶長期)検出状況(東から)

　　　　Ｇトレンチ内濠石垣(慶長期)上段部崩落状況(北か

　　　　ら)

図版18　Ｉトレンチ内濠石垣(慶長期)検出状況(東から)

　　　　Ｉトレンチノミ切り加工が施された内濠石垣(慶長

　　　　期)の築石(東から)

　　　　Ｅトレンチ内濠石垣(慶長期)根切り溝検出状況(東

　　　　から)

　　　　Ｆトレンチ内濠石垣(慶長期)根切り溝検出状況(北

　　　　東から)

　　　　Ｅトレンチ内濠石垣(大正期)検出状況①(南東から)

　　　　Ｅトレンチ内濠石垣(大正期)検出状況②(東から)

　　　　Ｊトレンチ内濠石垣(大正期)検出状況①(南から)

　　　　Ｊトレンチ内濠石垣(大正期)検出状況②(南から)

図版19　Ｊトレンチ大正４年(1915)の石垣修復工事でコンク

　　　　リートが付着したⅠ期石垣築石(南から)

　　　　Ｊトレンチ大正４年(1915)の石垣修復工事でノミ切

　　　　り加工が施されたⅠ期石垣築石(南から)

　　　　Ｊトレンチ内濠石垣(大正期)セクション(東から)

　　　　Ｅトレンチ内濠遺物出土状況(北から)

　　　　Ｅトレンチ内濠セクション(南から)

　　　　Ｅトレンチ内濠濠底構築土建築部材出土状況(南西

　　　　から)

　　　　Ｅトレンチ内濠濠底構築土出土建築部材北端部接写

　　　　(北から)

　　　　Ｅトレンチ内濠濠底構築土出土建築部材南端部接写

　　　　(西から)

図版20　Ｄトレンチ調査終了状況(北東から)

　　　　Ｅトレンチ調査終了状況(北東から)

　　　　Ｆトレンチ漆器(№728)出土状況(南から)

　　　　Ｆトレンチ調査終了状況(南東から)

　　　　Ｇトレンチ調査終了状況(南から)

　　　　Ｈトレンチ調査終了状況(北東から)

　　　　Ｉトレンチ調査終了状況(東から)

　　　　Ｊトレンチ調査終了状況(南から)

図版21　Ⅰ層出土遺物(１)

図版22　Ⅰ層出土遺物(２)

図版23　Ⅰ層出土遺物(３)

図版24　Ⅰ～Ⅲ層出土遺物

図版25　Ⅲ層出土遺物(１)

図版26　Ⅲ層出土遺物(２)

図版27　Ⅲ・Ⅳ層出土遺物

図版28　Ⅳ～Ⅵ層出土遺物

図版29　Ⅵ層、Ⅰ～Ⅲ期石垣出土遺物

図版30　Ⅲ～Ⅴ期石垣出土遺物

図版31　Ⅴ期石垣出土遺物

図版32　井戸跡１層出土遺物

図版33　井戸跡１～３層出土遺物

図版34　井戸跡３・４層出土遺物

図版35　井戸跡４・５層、排水遺構１・２出土遺物

図版36　排水遺構２出土遺物(１)

図版37　排水遺構２出土遺物(２)

図版38　排水遺構２・３、内濠出土遺物

図版39　内濠出土遺物(１)

図版40　内濠出土遺物(２)

図版41　内濠、内濠石垣(慶長期)、土坑、地鎮遺構出土遺物

図版42　遺構外出土遺物
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第１章　経緯と経過

第１節　調査に至る経緯

昭和20年代中頃には、本丸東面石垣の孕み出しが指摘されている(第１図)。弘前市(以下、市)は、

昭和58年(1983)５月に発生した日本海中部地震を契機に文化庁の指導を受け、翌年度(1984)から平

成14年度(2002)にかけて定点観測を実施している。その結果、石垣の変位が進行していること、天

守北東隅が約23㎝沈下していること等が明らかとなった。また、平成12・15年度(2000・2003)に実

施した石垣概要診断調査結果では、石垣の孕み出しが進行した場合、天守を巻き込んだ石垣崩落の

恐れがあり、積直しの必要があると診断された。これを受け、市は平成16年度(2004)に石垣修理計

画を策定し、翌年度(2005)策定の「史跡津軽氏城跡保存管理計画」でも石垣修理が整備計画に盛り

込まれた。平成19年度(2007)からは国の補助事業として石垣の変位測量、地質調査、地下水位観測

等の基礎調査を継続的に実施している。平成20年度(2008)には、石垣の解体範囲や修理方法を検討

する「弘前城跡本丸石垣修理委員会」(以下、修理委員会)を組織している。平成21年度(2009)には、

弘前城跡の長期の保存整備・活用の方針を定めた「史跡津軽氏城跡弘前城跡整備計画」が策定され、

本丸東面石垣については、「修理委員会からの指導を受けながら、必要な調査と修理工事を計画的

に実施する。」と明記されている。平成23年度(2011)には、石垣に載る天守を巻き込んで崩落する

危険性があると修理委員会で判断され、解体修理が決定し、翌年度(2012)には、修理委員会の下部

組織として石垣修理に関わる発掘調査の調査内容や方法等について検討・指導する「弘前城跡本丸

石垣発掘調査委員会」(以下、発掘調査委員会)を組織した。

平成25年度(2013)には、石垣修理に係わる本丸東端部平場の発掘調査に着手し、平成28年度

(2016)からは、石垣解体修理工事に着手した。

第１図　昭和25年８月24日　陸奥新報
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第２節　調査経過

石垣解体修理に先立ち、平成24年度(2012)から平成28年度(2016)にかけて近代の積直し範囲の把

握、石垣背面における遺構の有無、根石・石垣構造の確認等を目的に発掘調査を実施したほか、平

成23・24年度(2011・2012)には石垣石材の供給地とされる如来瀬石切丁場跡と兼平石切丁場跡の測

量調査を実施している。なお、これらの調査成果については「史跡津軽氏城跡(弘前城跡)弘前城本

丸発掘調査概報Ⅰ～Ⅳ」(2014～2017)、「史跡津軽氏城跡(弘前城跡)弘前城本丸発掘調査報告書」

(2018)、「史跡津軽氏城跡(弘前城跡)弘前城本丸石垣解体調査概報Ⅰ」(2019)を参照されたい。

調査が本格化するのは石垣解体が始まる平成29年度(2017)からである。石垣解体工事と並行し

て、石垣とその背面に位置する遺構の調査を２ヶ年にわたって実施し、解体範囲における石垣の構

造や孕み出しの原因を把握したほか、石垣背面では井戸跡、排水遺構、埋没石垣等の遺構を検出す

るとともに、構築時期や特徴等が明らかとなった。しかし、平成30年度(2018)の修理委員会におい

て「解体工事は終了したものの、解体範囲外に位置する根石を含めた石垣下部の構造が明らかにな

っていない状況で、安定した石垣を積直すことはできない」との指導を受け、令和元年度(2019)に

は、石垣下部の構造と内濠の土層堆積状況を把握するために内濠調査を実施した。その結果、天守

台東面石垣の前面で２～３段積まれた石垣を検出したものの、調査範囲が狭小で、詳細が判然とし

ないため、令和２年度(2020)に調査区を東側へ拡張したところ、検出した石垣は絵図や文献に残さ

れていない築城時の腰巻石垣であることが判明したほか、明治29年(1896)の石垣崩落状況等が明ら

かとなった。

これまでの調査及び工事等の概要は以下の通りである。※下線は発掘調査

平成19年度(2007)‥‥基礎調査開始

平成22年度(2010)‥‥石垣カルテ作成

平成23年度(2011)‥‥石垣カルテ追加調査(如来瀬石切丁場跡の現地測量)

平成24年度(2012)‥‥弘前城跡本丸石垣試掘調査、石垣カルテ追加調査(如来瀬石切丁場跡・兼平

石切丁場跡の現地測量)、天守曳屋基本設計

平成25年度(2013)‥‥石垣修理に係る弘前城跡本丸東端部平場発掘調査(１次)、天守曳屋実施設計、

石垣修理基本設計、石垣修理に係る新補石材調査

平成26年度(2014)‥‥石垣修理に係る弘前城跡本丸東端部平場発掘調査(２次)、石垣修理に係る内

濠埋め立て工事、天守基礎調査

平成27年度(2015)‥‥石垣修理に係る弘前城跡本丸東端部平場発掘調査(３次)、天守曳屋工事、石

垣修理実施設計

平成28年度(2016)‥‥石垣修理に係る弘前城跡本丸東端部平場発掘調査(４次)、本丸東面石垣根石

発掘調査、石垣解体修理準備工(築石への番付・墨入れ等)

平成29年度(2017)‥‥石垣解体工事に伴う発掘調査、石垣解体工事

平成30年度(2018)‥‥石垣解体工事に伴う発掘調査、石垣解体工事

令和元年度(2019)‥‥石垣下部および内濠追加調査、石垣積直し実施設計

令和２年度(2020)‥‥石垣下部および内濠追加調査、櫓台石垣確認調査
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第３節　調査要項(平成29年～令和２年度)

１.調査目的

史跡津軽氏城跡(弘前城跡)における本丸東面石垣の解体修理に伴い、遺構の調査を行う。

２.史跡名及び所在地

史跡名　史跡津軽氏城跡(弘前城跡)

所在地　青森県弘前市大字下白銀町１番地

３.発掘調査期間及び面積

平成29年度(2017)　４月９日～12月28日　1,020㎡

平成30年度(2018)　４月７日～12月12日　1,050㎡

令和元年度(2019)　５月13日～７月29日　　360㎡

令和２年度(2020)　５月11日～７月29日、12月14日～12月18日　203㎡

４.指導機関　○は石垣修理現場アドバイザー兼務

・弘前城跡本丸石垣修理委員会

委 員 長　田中　哲雄(元文化庁主任文化財調査官：石垣・城郭)

副委員長　関根　達人(弘前大学教授：考古)○

委　　員　金森　安孝(放送大学非常勤講師：石垣)○

委　　員　北垣聰一郎(石川県金沢城調査研究所名誉所長：石垣・城郭)

委　　員　北野　博司(東北芸術工科大学教授：考古)○

委　　員　千田　嘉博(奈良大学教授：城郭)

委　　員　瀧本　壽史(元弘前大学教授：歴史)(平成30年４月から)

委　　員　西形　達明(関西大学名誉教授：土木工学)○

委　　員　福井　敏隆(弘前市文化財審議委員長：歴史)

委　　員　麓　　和善(元名古屋工業大学教授：建築)

委　　員　長谷川成一(弘前大学名誉教授：歴史)(平成30年３月まで)

委　　員　柳沢　栄司(東北大学名誉教授：土木工学)(平成31年４月まで)

・弘前城跡本丸石垣発掘調査委員会

委 員 長　関根　達人(弘前大学教授：考古)

副委員長　福井　敏隆(弘前市文化財審議委員長：歴史)

委　　員　金森　安孝(放送大学非常勤講師：石垣)

委　　員　上條　信彦(弘前大学教授：考古)

委　　員　柴　　正敏(弘前大学名誉教授：地質)

５.調査機関　弘前市都市整備部公園緑地課弘前城整備活用推進室(平成30年度まで都市環境部）

６.調査組織

平成29年度(2017)

(事務局)公園緑地課長(理事兼務)　古川　　勝

　　　　弘前城整備活用推進室長　神　　雅昭
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　　　　　　　　　　　総括主査　笹森　康司

　　　　　　　　　　　主　　査　横山　幸男

　　　　　　　　　　　主　　事　福井　翔子

(発掘担当)　　　　　　主　　事　今野沙貴子

　　　　　　　　　　　主　　事　蔦川　貴祥

　　　　　　　　　　　主　　事　福井　流星

(埋蔵文化財嘱託員)　虻川尚導　石郷岡幹人　菊地秀　齊藤一秀　對馬清也　津嶋元気

(発掘作業員)　五十嵐實　岩谷崇徳　木村政廣　櫛引敏嗣　齋藤泰平　佐藤幸博　下山一男　

清野淳子　田中康浩　中川修造　中山紀子

(整理作業員)　奥崎恵美子　櫛引敏嗣　佐藤幸博　白戸謙二　中山紀子　藤田扶美子

平成30年度(2018)

(事務局)公園緑地課長　　　　　　神　　雅昭

　　　　弘前城整備活用推進室長　古川　　勝

　　　　　　　　　　　　総括主査　笹森　康司

　　　　　　　　　　　　総括主査　横山　幸男

　　　　　　　　　　　　主　　事　一戸　夕貴

　　　　　　　　　　　　技　　師　新山　武寛

(発掘担当)　　　　　　主　　査　蔦川　貴祥

　　　　　　　　　　　　主　　事　今野沙貴子

　　　　　　　　　　　　主　　事　福井　流星

(埋蔵文化財嘱託員)　虻川尚導　石郷岡幹人　菊地秀　相馬惣子　對馬清也　成田久美子

山田友里子

(発掘作業員)　五十嵐實　岩谷崇徳　奥崎恵美子　木村政廣　櫛引敏嗣　久保田慶子　

佐藤恵子　佐藤幸博　柴田和彦　清野淳子　中川修造　中山紀子　藤田扶美子

(整理作業員)　奥崎恵美子　木村仁美　佐藤幸博　福井正子　藤田扶美子

令和元年度(2019)

(事務局)公園緑地課長兼

　　　　　弘前城整備活用推進室長　神　　雅昭

　　　　　　　　　　　　総括主査　笹森　康司

　　　　　　　　　　　　総括主査　横山　幸男

　　　　　　　　　　　　主　　事　今野沙貴子

　　　　　　　　　　　　主　　事　一戸　夕貴

　　　　　　　　　　　　技　　師　新山　武寛

　(発掘担当)　　　　　　主　　査　蔦川　貴祥

　　　　　　　　　　　　主　　査　福井　流星

(埋蔵文化財嘱託員)　虻川尚導　石郷岡幹人　菊地秀　相馬惣子　對馬清也　山田友里子
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(発掘作業員)　五十嵐實　櫛引敏嗣　佐藤幸博　清野淳子　中川修造　中山紀子

(整理作業員)　奥崎恵美子　櫛引敏嗣　佐藤幸博　柴田和彦　中山紀子

令和２年度(2020)

(事務局)公園緑地課長兼

　　　　弘前城整備活用推進室長　神　　雅昭

　　　　　　　　　　　総括主査　関　剣太郎

　　　　　　　　　　　総括主査　横山　幸男

　　　　　　　　　　　主　　事　今野沙貴子

　　　　　　　　　　　主　　事　一戸　夕貴

　　　　　　　　　　　技　　師　新山　武寛

(発掘担当)　　　　　　主　　査　福井　流星

(会計年度任用職員)　虻川尚導　石郷岡幹人　菊地秀　相馬惣子　對馬清也　山田友里子

(発掘作業員)　五十嵐實　木村政廣　櫛引敏嗣　中川修造　中山紀子

(整理作業員)　五十嵐實　大瀬歩　奥崎恵美子　木村政廣　櫛引敏嗣　佐藤幸博　中川修造

中山紀子

第４節　調査方法

グリッドは、平成25～28年度(2013～2016)に本丸東端部平場調査で設定した５ｍ四方のものを用

いたが、東西方向については石垣解体に伴いグリッド(Ｃ・Ｄ)を追加している。基準点は平面直角

座標系第Ⅹ系座標に準拠し、Ⅹ軸＝67515.129、Ｙ軸＝-31233.723である。なお、グリッド名は東

西軸にアルファベット(Ａ～Ｄ)、南北軸に算用数字(１～17)を用いている。天守台ではグリッドを

設定せず、北東・北西・南東・南西エリアに調査区を４分割している(第２図)。

石垣解体は現況を図面・写真で記録後、東面では解体範囲南端から北端、南面では西端から東端

に向かい１石ずつ行い、１段解体ごとにＵＡＶによる空中写真撮影を実施し、オルソ写真を作成し

ている。

また、解体予定範囲の築石及び間詰石については、積直しを容易にするため、石材番号と50㎝間

隔の方眼墨入れを平成28年度(2016)に実施している(写真１)。石材番号は先頭に天守台東面及び本

丸東面石垣では「イ-」、天守台南面及び本丸南面石垣では「ロ-」、天守台西面石垣では「ハ-」、

天守台北面石垣では「ニ-」を付し、野面石の乱積み及び野面石の谷落とし積みの築石には、それ

ぞれ南から北、東から西、北から南、東から西の順に天端から下段へ向かい算用数字を付し、東

面の割石の布積みの築石には天端からの段数が把握できるよう「イ-〇-〇」とした(ex:イ-５-14は、

本丸東面石垣の割石の布積み部分で、天端から５段目、南から14番目の築石を示す)。また、角石

については、面する方位の「イ・ロ・ハ・ニ」に角を付け、天端から下段に向かい算用数字を付し

た(ex:イロ角-13は南東隅角部の天端から13段目の角石を示す)。

内濠では重機で現代のヘドロ層を除去後、人力による堆積層の掘削と遺構検出を行ったほか、必

要に応じてトレンチを設定し、石垣下部構造と内濠の土層堆積状況の把握に努めた。
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調査は解体前の石垣の状況を図面・写真で記録し、解体後は

石材等の特徴を記録した石材カルテを１石ごとに作成している。

遺構の調査は人力で行い、出土遺物は状況に応じて写真撮影や

出土状況を図化し取り上げた。石垣及び遺構平・断面図はトー

タルステーションを用いて作成した。写真撮影は適宜行い、35

㎜モノクロームフィルム、カラーリバーサルフィルム、デジタ

ルカメラを使用した。
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第２図　調査区設定図

写真１　築石墨入れ状況
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第２章　弘前城跡の概要

第１節　地理的環境

弘前市は青森県の西部に広がる津軽平野南部に位置し、東側を奥羽山脈、西側を秀峰岩木山と世

界遺産の白神山地で囲まれた盆地状の地形を呈する。弘前市街地は白神山地の雁森岳を源とする岩

木川と坂梨峠西麓を源とする平川に挟まれており、弘前台地と岩木川谷底平野が複雑に入組んで

いる(第３図)。弘前台地は砂礫台地のGtⅠ～Ⅲ(上～下位)に区分されており、弘前城の大部分は弘

前台地西側縁辺部中位(GｔⅡ)の標高40～47ｍ付近に位置するが、北側から西側に位置する四の丸

及び西の郭は岩木川谷底平野に位置し、標高は29～30ｍである。表層地質は第四紀未固結堆積物で

あり、台地部が「泥流」、谷底平野部が「礫がち堆積物」に分類される(第４図)。山口義伸は露頭

観察及び地形判読、ボーリング資料の解析で弘前市街地から岩木川流域にかけての地形分類を行い、

構成層から上位より桔梗野面・松原面・原ヶ平面・城東面・広野面・境関面・湯口面・清野袋面・

駒越面・城西面の10面に細分しており、弘前城の所在する下白銀町は軽石質砂層と砂礫等の氾濫性

堆積物で形成された原ヶ平面に位置する。また、同町東奥義塾跡地(現弘前市立観光館)では地表下

約９ｍ地点で厚さ４ｍの灰褐色軽石質砂層が堆積するとともに、下位の砂礫層直下には層厚20ｍ以

上に及ぶ細粒砂岩が堆積しており、下部Ｎ値が50以上の固結状態で、地表下27ｍ付近に貝殻が含ま

れることから基盤層と判断されている(山口2001)。

P P

P

P

P

P

P

P

P

P

P

P

P

P

P

P

P

P

P

P

P

NlNl Nl

Nl

Nl

Nl

Nl

Nl

Nl

Nl

Nl

GtⅢ

GtⅢ

GtⅢ

GtⅢ

GtⅢ

GtⅢ

GtⅢ

GtⅢ

GtⅢ

GtⅢ

GtⅢ

GtⅡ

GtⅡ

GtⅡ

GtⅡ

GtⅡ

GtⅡ

GtⅡ

GtⅡ
GtⅡ

GtⅡ

GtⅡ

GtⅡ

GtⅡ

GtⅢ

GtⅡ

GtⅠ

GtⅠ

GtⅠ

GtⅠ

GtⅠ
GtⅠ GtⅠ

GtⅠ

GtⅠ

GtⅠ GtⅠ

GtⅠ

GtⅠ

GtⅡ

GtⅡ

GtⅡ

GtⅡ Hs

Hs

Hs

Hs

Hs

Hs
Vs

Vf(Ⅰ)

Vf(Ⅰ)
Hs

Hs

GtⅡ

GtⅠ

GtⅡ

GtⅡ
GtⅡ

GtⅡ

GtⅡ

Hl Hl
Hl Hs Hs Hs

Sr

P

P

P

PGtⅡ

GtⅡ

P

GtⅢ
GtⅠ

P

Hl

GtⅡ

GtⅢ

調査地点(弘前城)調査地点(弘前城)

凡　例
山地

丘陵地

台地

低地

谷底平野PP

扇状地FF

自然堤防NlNl

河原SrSr

小起伏火山地VsVs

火山麓地Vf(Ⅰ)Vf(Ⅰ)

丘陵地(Ⅰ)HlHl

丘陵地(Ⅱ)HsHs

砂礫台地ⅠGtⅠGtⅠ

砂礫台地ⅢGtⅢGtⅢ

砂礫台地ⅡGtⅡGtⅡ

Ⅳa

Ⅲa
ⅡaⅡa

ⅡaⅡa

ⅡaⅡa
Ⅱa

Ⅱa

Ⅳb

ⅢbⅢb
ⅠbⅠb

Ⅰb
Ⅲb

Ⅰc

調査地点

Ⅰa 大鰐山地
Ⅰb 白神山地
Ⅰc 岩木山火山地
Ⅱa 目屋丘陵
Ⅲa 山田野台地
Ⅲb 弘前台地
Ⅳa 津軽平野
Ⅳb 岩木川谷底平野

土地分類基本調査図：

地形分類図(弘前)抜粋
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弘前市 青森県

秋田県
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弘前城跡
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この地図は『土地分類基本調査-弘前-』(青森県1973)を改変し、使用している。

第３図　遺跡周辺の地形分類図
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第２節　歴史的環境

(１)弘前城の歴史

弘前城は標高29～46ｍの地点に位置する平山城で、面積は約49haである。築城当初は本丸、北の

郭、二の丸、三の丸、四の丸、西の郭、西外の郭(現馬屋町)の７つの曲輪で構成されていたが、西

外の郭は後に城内から外され、城下町の一部となり、以後、６つの曲輪で構成されている。本丸は

石垣、その他の曲輪は全て土塁で囲まれており、東、南、北の三方は三重の濠が巡らされ、西側は

溜池と西濠で守られている。

その歴史は、弘前藩初代藩主津軽為信が慶長８年(1603)に新城の建設を計画し、「高岡」の地に

町割を開始したことに始まる。為信は慶長12年(1607)に京都で没するが、二代藩主信枚がその遺志

を継ぎ、慶長16年(1611)には「高岡城」が完成し、５月には家臣団を引き連れ堀越城より移ったと

され、以後、明治を迎えるまでの260年間政庁として機能する。慶長19年(1614)には城南の堀の役

目を果たす南溜池が完成し、翌年の元和元年(1615)には城郭よりも高く城を見下ろすとの理由で城

の南側にある茂森山が削平され、長勝寺門前と茂森山の間に堀と土塁、桝形を設け、城下西南の防

衛施設である「長勝寺構」が完成する。慶安２年(1649)には大火を契機に寺町の寺院が南溜池の南

側に移され、「新寺構」が形成される。

築城当初、本丸南西隅に５層の天守が建てられたが、寛永４年(1627)の落雷で焼失したとされ

る。翌年には地名が「高岡」から「弘前」に改名され、それに伴い「高岡城」も「弘前城」と呼ば

れるようになった。弘前城の姿が大きく変わるのは四代藩主信政の時代で、二の丸、三の丸等にあ

った武家屋敷の郭外移転、本丸東面石垣の築足し、松の植樹等を行っている。その後、文化２年
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この地図は『土地分類基本調査-弘前-』(青森県1973)を改変し、使用している。

第４図　遺跡周辺の表層地層図
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(1805)には、北方警護の功績が幕府に認められ、領地高が４万６千石から７万石に高直りし、更に

文化５年(1808)には東西蝦夷地の恒久的な警備が命じられ、その負担を勘案して10万石へと高直り

した。九代藩主寧親はこれを機に、本丸辰巳櫓、同未申櫓、同戌亥櫓の再建を申請し、辰巳櫓改築

の許可を得て文化７年(1810)に本丸南東隅に現天守を造営している。明治４年(1871)には、廃藩置

県により近世城郭の役目を終え、兵部省の管轄となる。明治６年(1873)には、廃城令が出されるが、

存城処分となり、天守、櫓等は残置され、明治28年(1895)には、弘前公園が開園される。昭和27年

(1952)には、「天守・櫓・門を始め遺構がよく遺存していて旧観を伝えるに十分であり、惣構も亦

概ねよく旧態をとどめていて近世における城郭の規模を示すものとして価値ある遺跡」と評価され、

史跡に指定されている。

(２)本丸東面石垣の歴史と修復履歴

築城当初、本丸石垣の石材は長勝寺南西の石森や岩木山麓に所在する兼平の石切丁場から採取し

たほか、大光寺城(平川市)、黒石城(黒石市)等の中世城郭から運び込まれたことが「津軽一統志」

等に記されている。本丸石垣は野面石の乱積みで積まれた高石垣であるが、東面中央部だけは４

～７段程度の腰巻石垣であり、

それより上部には石垣が築か

れず、「土
ど

羽
は

」の状態であっ

た(第５図)。

「土羽」に石垣を築いたのは四代藩主信政である。元禄７年(1694)、信政は幕府の許可を得て、

本丸南西隅に位置する未申櫓の櫓台石垣の修理に着手し、翌年より本丸東面石垣の築き足しを開始

する。工事は冷害による飢饉の影響で一時中断したものの、元禄12年(1699)５月に終了し、本丸を

囲む石垣が完成した。築き足された元禄期の石垣は、合端加工された割石を用い、布積みで積まれ

ており、石材は如来瀬の石切丁場から採取したことが「弘前藩庁御国日記」に記されている。

文化６年(1809)には、現天守の造営に伴い、本丸南東隅に天守台石垣が築かれている。天守台石

垣は切石の布積みで積まれており、天端ではイカの形状をした角石を配置し、チキリ・ダボの金属

製連結具を多用する等、弘前城独自の工法が用いられていることが今回の調査で明らかとなった。

明治27・29年(1894・1896)には天守台北側付近の石垣が崩落する。明治27年(1894)の崩落は間も

なくして修復されるが、明治29年(1896)の崩落では、天守倒壊を回避するため、翌年に大工棟梁の

堀江佐吉が中心となり、本丸内部に天守を曳家したものの、実際に石垣の修復工事が行われるのは、

大正天皇が陸軍特別大演習で来弘する直前の大正４年(1915)７～10月のことであり、その間の19年

間は修復されないままの状態が続いた。同崩落の資料は、多く残されており、その詳細が明らかで

ある。崩落箇所は天守台北側の石垣で、長さにして十間半(約19.1ｍ、１間＝６尺)の石垣が崩落し、

その北側六間(約10.9ｍ)と天守台の石垣が大きく変形している(第34図)。当時の新聞記事によると、

工事範囲は長さ四十三間(約78.3ｍ)で、入札により堀江佐吉の長男彦三郎が請負ったとされる。工

事は、本丸平場では旧材を用い、元禄期石垣と同様、割石の布積みで積まれるが、天守台下では築

城時の積み方である野面石の乱積みではなく、野面石の谷落とし積みで積まれ、現在の姿となった。

土羽

第５図　「御本丸御絵図」(本丸東面部分)寛文13年(1673) 弘前市立弘前図書館所蔵
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(３)周辺の遺跡(第６図、表１)

【旧石器時代】市内の当該期遺跡は、彫刻刀・削器・スクレイパー等の石器が11点出土した大森勝

山遺跡(世界遺産)と掻器が１点出土した大沢遺跡のみで、弘前城周辺では確認されていない。

【縄文時代】周辺における当該期の遺跡は、草創期の新寺町遺跡(32)、縄文時代中期～晩期の和徳

町遺跡(30)、蔵主町遺跡(28)、縄文時代晩期の緑町遺跡(29)等の散布地がある。

【弥生時代】市内には弥生時代前期の日本最北の水田跡を検出したことで著名な砂沢遺跡のほか、

集落跡や散布地等16遺跡が登録されているものの、旧石器時代同様、弘前城周辺では確認されて

いない。

【古代・中世】津軽家に所縁のある遺跡としては大浦城跡(３)、堀越城跡(２)が挙げられる。大浦

城跡は、安藤氏の抑えとして種里城(鰺ヶ沢町)に配置された南部光信(のちの大浦光信)が、文亀

２年(1502)に津軽進出の拠点として築いた大浦氏の居城である。城郭は、岩木川支流の後長根川

右岸に位置し、６つの曲輪で構成された平城で、周囲は土塁と堀で囲まれている。大浦為信(の

ちの津軽為信)が堀越城に拠点を移すと城番が置かれるだけとなり、その後、元和の一国一城令

により廃城となるが、本丸・二の丸・西の丸の土塁は残され、弘前城の詰城として西の丸に火薬

庫が建てられたとされる。堀越城跡は、大浦城の城主であった為信が文禄３年(1594)に中世館を

改修した城郭で、弘前藩二代藩主信枚が高岡城(のちの弘前城)へ拠点を移す慶長16年(1611)まで

津軽氏の居城として栄えた。城郭は、６つの曲輪で構成された平城で、「本丸」を中心に曲輪が

配置される点、堀と土塁の組み合わせによる「喰違虎口」や「折り」等近世的な築城技法が多く

みられる。その他、後長根川下流域には、三重の堀跡が検出された油伝(１)遺跡(57)、平川流域

には平安時代後期の集落跡でベンガラが塗布された甑や鉄製品が多量に出土した早稲田遺跡(15)、

15～16世紀の館跡である境関館(40)、大浦氏が大浦城の支城の一つとして築いたとされ、発掘調

査で橋脚跡が検出されている福村城跡(21)、弘前台地上には、出間館(45)、螺喰遺跡(22)等の城

館や祭祀跡があり、弘前城周辺では、和徳城の一郭と推定される和徳稲荷神社や藤代館(39)が所

在する。

【近世】周辺には近世鍛冶遺構が検出された城下町本町遺跡(125)、江戸から帰藩した平清水三右

衛門が元禄５年(1692)に開窯し、18世紀まで操業したとされる平清水窯跡(60)、市内最古の庭園

と推定され、発掘調査で池泉等が検出されている津軽山革秀寺庭園遺跡(46)、近世の溝跡や竪穴

遺構等が多数検出されている蔵主町遺跡(28)のほか、最勝院五重塔(45内)、東照宮本殿(139)、弘

前八幡宮本殿・唐門(140)、誓願寺山門(141)等の重要文化財や国選定重要伝統的建造物群保存地

区に選定されている弘前市仲町伝統的建造物群保存地区(142)が所在する。

 　なお、弘前城に石材を供給したと文献に記されている石切丁場は「石森」、「兼平」、「如

来瀬」等があるが、現時点で所在が明確な石切丁場は兼平石切丁場跡(138)と如来瀬石切丁場跡

(137)のみである。いずれも弘前城より６km程度離れた岩木山麓に所在し、採取される石材は輝

石安山岩であるが、前者は板状節理の発達という岩質的特徴をもつ。
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番号 名　称
遺跡
番号

所　在　地 現　況 種　別 時　代

1 弘前城跡 74 下白銀町､西茂森1･2丁目、南塘町、桶屋町、銅屋町 公園･寺院･宅地 城館跡 縄文･平安･江戸

2 堀越城跡 43 堀越字柏田、川合字岡本 境内･畑・宅地 城館跡 縄文･弥生･平安･中世･近世

3 大浦城跡 362 五代字早稲田 畑・宅地 城館跡 平安･中世

4 沢部(1)遺跡 1 小栗山字沢部225-71外 山林･畑 散布地･集落跡 縄文･弥生･平安

5 沢部(2)遺跡 2 小栗山字沢部225-8外 畑 散布地 縄文・弥生

6 天王沢遺跡 3 小栗山字沢部226-58外 畑 散布地 縄文

7 大和沢沢田(1)遺跡 14 大和沢字沢田 田 散布地 縄文

8 野尻(1)遺跡 15 一野渡字野尻 畑･宅地･墓地 散布地 縄文

9 一野渡山館遺跡 16 一野渡字野尻 畑 散布地 縄文

10 若葉遺跡 26 若葉1･2丁目 畑 散布地 縄文･平安

11 新館遺跡 33 石川字小山田29外 田･境内 散布地 縄文･平安

12 旭ケ丘遺跡 34 旭ケ丘2丁目 宅地･畑 散布地 平安

13 野崎館遺跡 35 石川字野崎 畑 散布地 縄文･平安

14 深沢遺跡 36 石川字平野7-1､9-2､11 畑 散布地･集落跡 平安

15 早稲田遺跡 37 福村字早稲田4丁目、新舘添 畑･宅地 散布地･集落跡 弥生･平安･中世

16 石川城跡 38 石川字大仏1-1､平山､寺山､小山田外 公園･畑 散布地･城館跡 縄文･平安･中世･近世

17 笹森山遺跡 39 小沢字山崎 山林 散布地 縄文

18 久渡寺遺跡 40 久渡寺 山林 散布地 縄文

19 野際遺跡 41 下湯口字野際 畑 散布地 縄文

20 寺ヶ沢遺跡 42 大沢字寺ヶ沢68-1､2 畑 散布地 縄文･平安

21 福村城跡 44 福村字新舘添 畑･宅地 散布地･城館跡 平安･中世･江戸

22 螺喰遺跡 45 外崎3丁目2-14外 宅地 散布地･祭祀跡 平安

23 大久保(1)遺跡 48 大久保 河畔 散布地 縄文

24 和泉遺跡 49 和泉1丁目 宅地 散布地 縄文･平安

25 鷹ノ巣遺跡 58 松木平字鷹ノ巣 畑 散布地 縄文

26 堂ヶ平遺跡 61 大沢 山林 散布地 縄文･平安

27 青柳舘遺跡 64 下湯口字青柳59-9 宅地･畑 城館跡 平安

28 蔵主町遺跡 75 蔵主町 宅地 散布地 縄文・近世

29 緑町遺跡 76 緑町 宅地 散布地 縄文

30 和徳町遺跡 77 和徳町 境内 散布地 縄文

31 紙漉町遺跡 78 紙漉町 宅地 散布地 縄文

32 新寺町遺跡 79 新寺町 境内 散布地 縄文

33 西茂森遺跡 80 西茂森 境内 散布地 平安

34 小沢遺跡 81 小沢 畑 散布地 縄文

35 鷲ノ巣(1)遺跡 82 小栗山字鷲ノ巣、小松ヶ沢 畑･宅地 散布地 縄文･弥生･平安

36 石川長者森遺跡 88 石川字長者森 学校 散布地･城館跡 旧石器･縄文･弥生･奈良･平安

37 蒔苗館 96 蒔苗字野田外 畑･宅地 城館跡･散布地 平安･中世

38 大沢窯跡遺跡 97 大沢字鳥井長根1-3､1-4 畑 窯跡 江戸

39 藤代館 101 藤代1丁目 宅地･畑 城館跡 平安・中世

40 境関館 102 境関字富岳 畑 城館跡 弥生･奈良平安･中世

41 福村古館 103 福村字俵元 畑 城館跡 平安･中世

42 小栗山館遺跡 107 小栗山字沢部 畑 集落跡･城館跡 縄文･平安･中世･江戸

43 大和沢館 108 一野渡字野尻 宅地 城館跡 平安･中世

44 小沢館 109 小沢字前沢 田 城館跡 平安･中世

45 出間館 112 銅屋町 最勝院境内 散布地･城館跡 縄文･平安･江戸

46 津軽山革秀寺庭園遺跡 113 藤代1丁目4-1 寺院 庭園 江戸

47 高田遺跡 115 高田1丁目13 宅地 散布地 縄文･奈良･平安

48

49

大久保(2)遺跡 231 大久保字西田117-1外 畑･宅地 散布地 平安･中世

50

大久保(3)遺跡 232 大久保字西田133外 畑･宅地 散布地 平安

51

寺沢(1)遺跡 236 清水富田字寺沢、常盤坂4丁目 畑 散布地 平安

52

中野(1)遺跡 237 悪戸字中野 畑 散布地 平安

53

中野(2)遺跡 238 悪戸字中野、下湯口字村元・扇田 畑 散布地･集落跡 縄文･平安

54

梨子平(1)遺跡 240 大沢字梨子平 畑 散布地 縄文･平安

55

寺沢(2)遺跡 242 清水富田字寺沢 畑 散布地 縄文･平安

56

常盤坂遺跡 243 常盤坂1･4丁目 畑･宅地 散布地 縄文･平安

57

福富遺跡 244 福村字福富14-1外 畑･宅地 散布地 平安

58

油伝(1)遺跡 249 蒔苗字油伝 畑･宅地 散布地 縄文･平安･中世･近世

59

油伝(2)遺跡 250 蒔苗字油伝 畑･宅地 散布地 縄文･平安･中世

60

芦野(1)遺跡 253 悪戸字芦野 畑 散布地 縄文

61

平清水窯跡 256 小人町、若党町 宅地 窯跡 江戸

62

下川原窯跡 257 桔梗野1丁目20-12 雑木林 窯跡 江戸

63

悪戸青柳窯跡 258 下湯ロ字青柳68 宅地 窯跡 江戸･近代

64

悪戸野際窯跡 259 下湯ロ字扇田 畑 窯跡 江戸･近代

65

悪戸扇田窯跡 260 下湯ロ字村元 畑 窯跡 江戸･近代

66

扇田(1)遺跡 261 下湯ロ字扇田 畑 散布地 縄文･平安

67

扇田(2)遺跡 262 下湯ロ字扇田 畑 集落跡 縄文･平安･中世

68

扇田(3)遺跡 263 下湯ロ字扇田･悪戸字中野 畑 集落跡 縄文･平安

69

芦野(2)遺跡 264 悪戸字芦野 畑 散布地 縄文

70

芦野(3)遺跡 265 悪戸字芦野･後沢 畑･水利施設 散布地 弥生

71

前萢遺跡 266 悪戸字前萢 畑 散布地 縄文

72

小沢蟹沢遺跡 267 小沢字蟹沢 畑 散布地 縄文･平安

73

広野(1)遺跡 268 小沢字広野･御笠見 畑･宅地 散布地 平安

74

上川原遺跡 308 福村字上川原3外 畑 散布地 平安

75

西ノ沢(１)遺跡 312 石川字西ノ沢 畑 散布地 縄文

番号 名　称
遺跡
番号

所　在　地 現　況 種　別 時　代

76

梨子平(2)遺跡 314 大沢字梨子平 畑 散布地 縄文

77

大沢大久保遺跡 315 大沢字大久保 畑 散布地 縄文

78

芹沢遺跡 316 小栗山字芹沢 宅地･畑 散布地 縄文･平安

79

鷲ノ巣(2)遺跡 317 小栗山字鷲ノ巣 畑 散布地 縄文･平安

80

大和沢沢田(2)遺跡 318 大和沢字沢田 畑 散布地 縄文･平安

81

芦野(4)遺跡 320 悪戸字芦野 畑･農道 散布地 平安

82

大和沢沢田(3)遺跡 321 大和沢字沢田 畑 散布地 縄文･平安

83

野尻(2)遺跡 322 一野渡字野尻 宅地･畑 散布地 縄文･平安

84

野尻(3)遺跡 323 一野渡字野尻 畑 散布地 縄文･平安

85

赤沢遺跡 324 坂元字赤沢 畑 散布地 縄文･平安

86

前沢遺跡 325 小沢字前沢 畑 散布地 縄文･平安

87

広野(2)遺跡 326 小沢字広野 宅地･畑 散布地 平安

88

荒神山遺跡 353 八幡字長沢 畑 集落跡･社寺跡･墳墓 縄文･平安･中世

89

高舘遺跡 358 五代 山林 城館跡 縄文･平安･中世

90

八幡館 361 八幡字古喜田 畑・宅地 城館跡 縄文･平安･中世

91

築館 363 五代字山本 畑･宅地･境内 城館跡 中世

92

一町田館 364 一町田字村元 畑・宅地 城館跡 中世

93

葛原館 365 宮地 畑・宅地 城館跡 中世

94

山下館 366 如来瀬字種本 田・畑 城館跡 中世

95

五代山本(1)遺跡 378 五代字山本 畑 散布地 平安

96

五代山本(2)遺跡 379 五代字山本 畑 散布地 縄文

97

松本遺跡 380 横町字松本91-1外 田･畑･宅地 散布地 縄文･平安

98

平塚(1)遺跡 381 八幡字平塚 田･畑 散布地 平安

99

村元遺跡 382 一町田字村元759外 畑･宅地 散布地 平安

100

浅井遺跡 383 一町田字浅井462外 田･畑･宅地 散布地 縄文･平安

101

長田遺跡 384 鳥井野字長田167-1外 畑･宅地 散布地 平安

102

種本遺跡 385 如来瀬字種本70外 畑･宅地 散布地 平安

103

石堂遺跡 386 湯口字二ノ安田 宅地 散布地･墳墓 縄文

104

茶臼館遺跡 387 湯口字一ノ下り山10 公園 城館跡 縄文･平安･中世

105

湯口長根遺跡 388 湯口字一ノ下り山 畑 散布地 縄文

106

五所神社遺跡 389 五所字野沢79-1外 境内 散布地 縄文･平安

107

蟹沢遺跡 390 五所字野沢125外 畑･宅地 散布地 平安

108

湯口鉱泉遺跡 391 湯口字一ノ下り山 畑 散布地 縄文

109

相馬大森(1)遺跡 392 水木在家字桜井 畑 散布地 縄文

110

相馬大森(2)遺跡 393 水木在家字桜井 畑 散布地 縄文

111

相馬大森(3)遺跡 394 水木在家字桜井 畑 散布地 縄文･平安

112

相馬大森(4)遺跡 395 水木在家字桜井 畑 散布地 縄文･平安

113

幸神遺跡 396 紙漉沢字堰根 畑 集落跡 縄文

114

白山堂遺跡 397 紙漉沢字山越132外 畑・宅地 散布地･集落跡 縄文･平安

115

及位(1)遺跡 398 紙漉沢字山越149外 畑 散布地 縄文

116

及位(2)遺跡 399 紙漉沢字山越164-2外 畑・宅地 散布地 平安

117

舘の下遺跡 400 紙漉沢字山越118-1外 畑・宅地 散布地 平安

118

里見館 415 五所字里見 宅地 城館跡 中世

119

紙漉沢館 416 紙漉沢字山越 宅地・畑 城館跡 中世

120

水木館 417 水木在家字桜井 田･畑･宅地 城館跡 平安･中世

121

長慶天皇御陵墓参考地遺跡 419 紙漉沢字山越 畑 墳墓 中世

122

一ノ下り山(1)遺跡 420 湯口字一ノ下り山 畑 集落跡 縄文･弥生･平安

123

一ノ下り山(2)遺跡 421 湯口字一ノ下り山 畑 散布地 縄文

124

一ノ下り山(3)遺跡 422 湯口字一ノ下り山 畑 散布地 縄文･平安

125

桜井遺跡 423 水木在家字桜井 畑 散布地 縄文･平安

126

城下町本町遺跡 431 本町 宅地 城下町 近世

127

茂上(3)遺跡 434 葛原字茂上 畑 散布地 縄文･平安

128

西田遺跡 436 鼻和字西田 畑・宅地 散布地 縄文･平安

129

長沢遺跡 437 八幡字長沢 畑　 散布地 縄文･平安

130

平塚(2)遺跡 438 八幡字平塚 畑　 散布地 平安

131

左り田遺跡 439 龍ノ口字左り田 畑　 散布地 平安

132

大久保平遺跡 440 如来瀬字大久保平 畑　 散布地 縄文

133

沼田遺跡 441 五代字沼田 畑　 散布地 平安

134

従弟沢遺跡 442 五代字従弟沢 畑　 散布地 縄文･平安

135

宮本遺跡 443 宮地字宮本 畑・宅地 散布地 縄文･平安

136

鷲ノ巣(3)遺跡 450 大和沢字鷲ノ巣 畑・宅地 集落跡 縄文･弥生

137

一ノ松本遺跡 451 黒滝字一ノ松本 畑 散布地 平安

138

如来瀬石切丁場跡 452 如来瀬字山田 境内･山林 生産遺跡 近世

139 東照宮本殿 ― 笹森町38

山林

140 八幡宮本殿・唐門 ― 八幡町1丁目1-1

― ― ―

141 誓願寺山門 ― 新町247

― ― ―

142 仲町伝統的建造物群保存地区 ― 若党町外

― ― ―

吉田松陰来遊の地 ― 元長町19 ― ― ―

―

― ― ―

生産遺跡 近世兼平字石山添兼平石切丁場跡
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表１　周辺の遺跡等


